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源
氏
物
語

「
奥
入
」

の
性
格

ー
第
一
次
本
・
第
二
次
本
の
相
違
｜

岩

軍
a

i
』

健

序

池
田
亀
鑑
氏
は
大
島
本
系
「
奥
入
」
を
一
次
本
、
自
筆
本
系
「
奥
入
」
を
二
次
本
と
定
め
ら
れ
た
。

（

1
）
 

た
と
み
る
説
も
あ
る
。
ど
ち
ら
の
説
も
、
両
系
統
の
「
奥
入
」
を
性
格
が
同
じ
注
釈
書
と
み
な
し
、
対
等
に
比
較
し
て
い
る
。
し
か
し

一
方
、
二
次
本
が
先
に
成
立
し

私
に
は
、
両
系
統
は
性
格
が
異
な
る
、
即
ち
編
者
（
藤
原
定
家
）
の
作
製
意
図
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
奥
書
と

（

2
）
 

内
部
考
証
か
ら
両
系
統
の
性
格
・
意
図
の
相
違
を
指
摘
す
る
。

自
筆
本
「
奥
入
」
の
奥
書

次
に
掲
げ
る
の
は
、
自
筆
本
「
奥
入
」
の
奥
書
全
文
（
定
家
筆
）
で
あ
る
。

此
愚
本
求
数
多
蓄
手
跡
之
本
抽
彼
是



2 

用
捨
短
慮
所
及
雄
有
琢
磨
之
志
未
及
九
牛

之
一
毛
井
蛙
之
浅
才
寧
及
哉
只
可
招
噛
弄

以緩
前難
依右
不勘
慮（加
事~事
幽言又
閥徒是
凶）不
此
本星
披重
重及
パ尋
71 得

夷
遅
迩
門
、
、
ぜ
一
戸
、
そ
書
寓
預
誹
警
で

瞳
後
悔
無
詮
懲
前
事
毎
巷
奥

所
注
付
僻
案
切
出
馬
別
紙
之
間
寄
等
多

切
失
了
芳
難
堪
恥
辱
之
外
無
他
向

後
可
停
止
他
見

非
人
桑
門
明
静

」
の
奥
書
に
関
し
て
次
の
三
説
が
あ
る
。

（イ）

「
奥
入
」
に
付
け
た
奥
書
で
あ
る
。

（ロ）

源
氏
物
語
の
校
訂
本
に
付
け
た
奥
書
で
あ
る
。

（

3
）
 

「
校
訂
本
並
び
に
奥
入
の
両
者
を
含
め
た
広
義
の
本
を
対
象
に
付
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
。

（

4
）
 

武
田
宗
俊
氏
は
附
を
批
評
さ
れ
制
を
主
張
さ
れ
た
。
待
井
新
一
氏
は
刷
の
欠
点
を
指
摘
さ
れ
け
を
唱
え
ら
れ
た
。
確
か
に
刷
か
制
の
一

り
説
だ
け
で
奥
書
全
体
を
解
釈
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
た
だ
付
説
の
論
拠
と
し
て
待
井
氏
は
、

合
体
し
て
い
た
一
部
分
を
切
り
離
し
た
直
後
、
そ
れ
以
前
の
事
態
に
つ
い
て
説
明
す
る
場
合
、
執
筆
心
理
と
し
て
両
者
を
全
然
別

（

5
）
 

個
の
も
の
に
取
扱
い
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
を
さ
す
と
い
う
の
は
、
か
え
っ
て
不
自
然
か
と
思
わ
れ
る
。



と
論
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
「
執
筆
心
理
」
以
外
に
根
拠
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
以
下
、
奥
書
を
一
宇
一
匂
再
検
討
す
る
。
な
わ

（

6
）
 

自
筆
本
が
大
島
本
系
よ
り
先
に
成
立
し
た
と
み
る
と
、
自
筆
本
の
奥
書
に
大
島
本
系
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
以
下
自
筆
本

の
み
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
冒
頭
の
「
此
愚
本
」
と
は
何
を
指
す
か
。
子
習
の
巻
の
「
奥
入
」
は

m丁
表
ま
で
あ
り
、
そ
の
裏
（
問
丁
裏
）
に
こ
の
奥
書
が

あ
る
。
も
し
こ
の
奥
書
が
源
氏
物
語
の
校
訂
本
に
付
け
ら
れ
た
の
な
ら
ば
、
手
習
の
巻
の
帖
末
に
記
し
た
の
を
、
の
ち
「
奥
入
」
と
一

緒
に
切
り
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
自
筆
本
「
奥
入
」
に
は
、
校
訂
本
文
が
数
巻
の
末
尾
本
文
以
外
に
は
な
い
の
で
、
こ
の
奥
警
は
不
要

源氏物語「奥入」の性格

で
あ
る
。
し
か
し
「
奥
入
」
に
不
要
な
末
尾
本
文
に
は
す
べ
て
墨
で
抹
消
の
印
が
付
い
て
い
る
の
に
、
こ
の
奥
書
に
は
抹
消
の
印
は
全

く
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
奥
書
は
自
筆
本
「
奥
入
」
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
源
氏
物
語
の
校
訂
本
で
は
な
く
「
奥
入
」

に
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
帖
末
を
切
り
出
し
一
巻
に
ま
と
め
た
後
、
巻
末
に
記
し
た
と
い
え
る
。
夢
浮
橋
の
巻
は
「
奥
入
」
が
な
か
っ

（

7
）
 

た
の
で
切
り
出
さ
ず
、
そ
こ
で
手
習
の
巻
の
巻
末
に
奥
書
が
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
冒
頭
の
「
此
愚
本
」
は
奥
書
を
記
し
た

本
、
即
ち
一
巻
に
ま
と
め
た
「
奥
入
」
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

（

8
）
 

「
此
愚
本
」
に
続
く
「
敷
多
奮
手
跡
之
本
」
は
古
注
釈
を
指
す
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
「
奥
入
」
に
は
「
源
氏
釈
」
以
外
は
多
久
行
・
安

家
・
「
或
人
」
（
紅
梅
の
巻
）
の
説
な
ど
ま
と
ま
っ
た
注
釈
書
は
見
あ
た
ら
ず
、
ま
た
「
敷
多
」
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
武
田
宗
俊
氏

（

9
）
 

の
御
指
摘
通
り
、
一
般
に
写
本
は
古
い
ほ
ど
良
い
が
、
注
釈
書
は
特
に
「
奮
手
跡
之
本
」
と
限
定
し
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
。
よ
っ
て
「
奮

手
跡
之
本
」
は
物
語
の
古
写
本
を
指
す
と
み
て
よ
い
。

3 

「
求
数
多
奮
手
跡
之
本
」
を
重
松
信
弘
氏
は
「
証
本
の
作
製
に
諸
本
を
集
め
た
」
と
解
釈
さ
れ
た
が
、
次
の
「
抽
彼
是
L

は
「
そ
れ
ら

（日）

の
諸
本
の
行
問
、
欄
外
、
巻
奥
等
に
註
記
す
る
所
を
取
捨
し
て
、
巻
奥
に
記
し
た
」
と
み
な
さ
れ
た
。
し
か
し
次
の
二
点
か
ら
そ
の
御



4 

(1）見
解
は
しミ

か
が
か
と
回
＇＂与、

7 。

（日）

「
源
氏
釈
L

を
「
奥
入
L

に
写
す
前
か
ら
伊
行
説
に
疑
問
を
抱
い
た
が
、
批
評
の
注
記
を
付
け
て
写
し
た
例
、
そ
の
上
追
加
に
備
え

（ロ）

空
白
を
設
け
た
例
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
源
氏
釈
」
で
疑
わ
し
い
の
も
一
応
写
し
て
い
る
の
で
、
「
取
捨
し
て
」
（
重
松
氏
説
）
と
は
言

、‘司
a
、、a
h

－、、唱門
U

し
，
カ
非
八
卜
ν

(2) 

自
筆
本
「
奥
入
」
の
多
く
の
巻
は
寸
源
氏
釈
」
を
元
に
追
加
・
補
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
行
間
・
欄
外
・
巻
奥
等
」
に
あ
る
様
々

な
注
釈
の
寄
せ
集
め
と
は
い
え
な
い
。

（日）

な
わ
定
家
の
用
い
た
「
源
氏
釈
L

は
「
本
文
中
の
註
記
書
入
れ
」
で
は
な
く
、
現
存
本
と
同
ビ
く
独
立
し
た
冊
子
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
例
え
ば
「
源
氏
釈
」
で
本
文
順
で
な
い
箇
所
は
、
書
陵
部
蔵
残
欠
本
に
七
箇
所
、
書
陵
部
蔵
略
本
に
四
箇
所
、
前
田
家
本
に

（

U
）
 

二
箇
所
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
四
箇
所
（
夕
顔
・
末
摘
花
・
紅
葉
賀
・
幻
の
巻
）
は
自
筆
本
「
奥
入
」
と
一
致
す
る
。
特
に
幻
の
巻
は

自
筆
本
「
奥
入
」
も
前
田
家
本
「
源
氏
釈
」
も
、
そ
の
箇
所
だ
け
が
本
文
順
で
な
い
。
定
家
の
用
い
た
「
源
氏
釈
」
も
こ
こ
の
み
本

文
順
で
な
く
、
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
山
凶
よ
り
、
「
抽
彼
是
」
は
多
く
の
古
写
本
で
校
合
し
た
と
解
釈
で
き
る
。
従
っ
て
奥
書
の
最
初
の
三
行
は
本
文
校
訂
の
説
明
で

あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
末
尾
本
文
を
み
る
と
、
異
同
を
傍
記
し
て
祈
型
本
の
本
文
と
並
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

ミ
セ
ケ
チ

な
ど
で
析
型
本
の
本
文
は
消
し
て
新
し
い
本
文
に
し
て
い
る
。
即
ち
「
敷
多
」
の
古
写
本
の
異
同
を
す
べ
て
書
き
込
む
の
で
は
な
く
、
祈

型
本
よ
り
も
良
い
と
定
家
が
判
断
し
た
本
文
の
み
を
採
択
し
て
い
る
。
奥
書
の
「
用
捨
」
（
二
行
め
）
は
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
と
思
う
。

次
に
奥
室
目
の
四
行
め
以
下
を
要
約
す
る
。

「
勘
加
事
」
を
改
訂
し
な
い
う
ち
に
「
此
本
」
（
析
型
本
）
を
貸
し
て
書
写
さ
れ
「
誹
誘
」
を
受
け
た
〔
四
i
六
行
め
〕
。
そ
れ
に
懲



り
て
「
毎
巻
奥
」
（
各
帖
末
の
こ
と
）
の
「
僻
案
L

を
切
り
出
し
別
冊
に
し
た
〔
七
・
八
行
め
〕
。

「
勘
加
事
」
を
批
難
さ
れ
た
の
で
「
僻
案
」
を
切
り
取
っ
た
と
読
み
取
れ
る
の
で
、
両
者
は
同
じ
も
の
、
即
ち
「
奥
入
」
の
定
家
説
や

批
評
の
注
記
を
指
す
と
い
え
る
。
こ
の
一
節
は
各
帖
末
を
切
り
出
し
た
理
由
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
冒
頭
の
「
此
愚
本
」
は
一
冊
に
し
た
「
奥
入
」
を
指
し
、
後
半
（
四
行
め
以
下
）
は
そ
の
成
立
事
情
を
記
す
。

前
半
（
二
一
行
め
ま
で
）
は
本
文
校
訂
の
説
明
で
あ
る
。
奥
童
回
全
体
を
要
約
す
る
と
、

こ
の
冊
子
本
「
奥
入
」
は
、
多
く
の
古
写
本
で
本
文
を
校
合
す
る
一
方
、
自
説
を
各
帖
末
に
記
し
て
い
た
が
、
人
に
貸
し
た
と

源氏物語「奥入」の性格

こ
ろ
白
説
ま
で
写
さ
れ
批
難
さ
れ
た
の
で
、
自
説
を
切
り
出
し
一
冊
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。

と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
奥
書
は
「
奥
入
」
と
校
訂
本
の
説
明
で
あ
り
、
片
方
の
み
の
奥
書
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
両
者
が
漠
然
と
混

合
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
両
者
は
奥
書
の
前
半
と
後
半
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
定
家
は
両
者
を
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

自
筆
本
「
奥
入
」
と
本
文
校
訂

奥
書
は
前
半
（
本
文
校
訂
）
と
後
半
（
「
奥
入
」
）
に
分
か
れ
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
本
文
校
訂
と
「
奥
入
」
の
作
製
が
並

（

日

）

（

日

）

行
し
て
な
さ
れ
た
た
め
、
「
此
愚
本
」
（
冊
子
本
「
奥
入
」
）
の
成
立
過
程
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
直
接
関
係
の
な
い
本
文
校
訂
も
説
明
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
両
者
が
並
行
し
て
な
さ
れ
た
証
拠
と
し
て
、
待
井
新
一
氏
は
竹
河
の
巻
に
あ
る
次
の
注
記
を
挙
、
げ

ら
れ
た
。

5 

（
m丁
表
）

こ
の
一
行
は
、
竹
河
の
巻
の
「
奥
入
」
（
則
丁
表
ま
で
）
の
あ
と
数
行
分
隔
て
て
あ
り
、
墨
の
棒
線
で
何
度
か
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注

此
巻
不
一
見
以
人
令
讃
合



6 

記
は
、
定
家
自
身
ま
だ
「
一
見
」
し
て
い
な
い
の
で
人
に
「
讃
合
」
を
さ
せ
た
、
と
読
め
る
。

の
ち
定
家
自
身
「
一
見
」
を
済
ま
せ
た

の
で
消
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
待
井
新
一
氏
は
、

こ
の
一
行
は
巻
末
に
注
記
を
書
き
込
む
一
方
で
本
文
の
校
勘
を
も
同
時
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

（
げ
）

う
か
。

と
解
釈
さ
れ
た
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
一
見
」
と
は
何
か
。
こ
の
巻
に
限
定
せ
ず
、
末
尾
本
文
に
み
ら
れ
る
定
家
の
加
筆
を
分
類
す
る
と
、

A 

誤
読
の
恐
れ
の
あ
る
仮
名
は
直
す
。
例
、
「
ん
」
↓
「
も
」
（
他
筆
の
「
ん
」
を
「
も
」
に
直
す
の
意
。
以
下
同
ピ
）
「
ん
」
↓
「
む
」

1

（
路
）

「き
L

（
字
母
「
支
」
）
↓
「
き
」

（を）

定
家
仮
名
遣
に
直
す
。
例
、
「
お
か
し
」
（
他
筆
の
「
を
」
を
「
わ
」
に
直
す
の
意
。
以
下
同
ピ
）

（を）

一
ふ
し
托
き
」

（を）
「
お
も
ひ
」

（
を
）
（
校
）

「
き
ま
「
今
、
き

、c
p
t
」

＋

a
喝
さ

C
」

B 

本
文
校
訂
。
例
、
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
・
な
ぞ
り
訂
正
・
削
り
書
き
等
。

（

日

）

（

初

）

A
－

B
も
解
釈
に
か
か
わ
る
の
で
、
広
義
の
本
文
校
訂
と
も
み
な
せ
る
。

B
は
定
家
以
外
の
人
に
は
で
き
ず
、

C
即
ち
定
家
本
の
作
製

c 
は
定
家
が
人
に
任
せ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
人
に
さ
せ
た
「
讃
合
」
と
は
親
本
と
の
照
合
で
あ
ろ
う
。
ま
た
定
家
は
家
の
者
が
正

確
に
写
し
た
か
ど
う
か
親
本
と
照
合
し
な
が
ら
仮
名
を
直
し
（
A

・
B
可
そ
れ
か
ら
多
く
の
古
写
本
で
本
文
を
校
訂
し
た
（
C
）
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
「
一
見
」
と
は
仮
名
を
直
す
こ
と
（
A
・
B
）
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
る
と
こ
の
一
行
の
意
味
は
、

「
一
見
」
（
親
本
と
照
合
し
な
が
ら
仮
名
を
直
す
こ
と
）
を
ま
だ
し
て
い
な
い
の
で
、

と
り
あ
え
ず
人
に
「
讃
合
」
（
親
本
と
の
照

合
）
を
さ
せ
、
更
に
定
家
が
も
う
一
度
「
一
見
」
し
た
。



ル
」
介
。
マ
令
。

こ
の
一
行
は
「
奥
入
」
の
あ
と
に
あ
る
。
こ
の
巻
の
「
奥
入
」
は
全
項
目
が
本
文
順
に
並
び
、
項
目
の
追
加
・
補
入
は
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
「
奥
入
」
を
最
後
の
項
目
ま
で
書
い
て
か
ら
、
親
本
と
照
合
し
て
仮
名
を
直
し
（
A
－

B
）
本
文
校
訂
を
し
た

（C
）
と
考

え
ら
れ
る
。
「
奥
入
」
が
成
立
し
て
も
ま
だ
親
本
と
の
照
合
が
済
ん
で
い
ず
人
に
照
合
さ
せ
た
の
で
、
こ
の
一
行
を
注
記
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
他
の
巻
に
こ
の
種
の
注
記
が
な
い
の
は
、
「
奥
入
L

を
書
く
前
に
定
家
自
ら
親
本
と
照
合
し
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

一
般
に
、
注
釈
も
本
文
校
訂
も
追
加
や
改
訂
が
何
度
も
あ
り
、

一
方
を
済
ま
せ
て
か
ら
他
方
を
始
め
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

源氏物語「奥入」の性格

で
、
並
行
し
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
竹
河
の
巻
は
「
奥
入
」
が
成
立
し
て
か
ら
本
文
校
訂
が
始
め
ら
れ
た
、
即
ち
こ
の

巻
は
両
者
が
並
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
（
待
井
氏
説
と
逆
）
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
の
巻
で
は
並
行
し
て
い
た
た
め
、
「
奥
入
」

の
奥
書
に
本
文
校
訂
も
説
明
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

自
筆
本
「
奥
入
」
と
「
源
氏
釈
」

さ
て
自
筆
本
「
奥
入
」
で
末
尾
本
文
が
「
奥
入
」
と
同
じ
丁
に
あ
る
巻
は
、
本
文
ま
で
切
り
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
切
り
取
っ

た
料
紙
を
重
ね
、
右
端
に
別
の
紙
を
糊
付
け
し
穴
を
あ
け
紐
で
綴
じ
た
た
め
、
端
に
あ
っ
た
勘
物
で
見
え
な
く
な
っ
た
の
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
本
文
や
注
釈
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
切
り
取
る
必
要
が
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
奥
書
の
説
明
1

自
説
を
批
難
さ
れ
た
の
で
切

り
出
し
た
1

は
矛
盾
し
な
ら
。

し
か
し
「
源
氏
釈
」
と
自
筆
本
「
奥
入
」
を
比
較
す
る
と
、
定
家
の
説
や
批
評
が
な
い
巻
も
あ
る
。
例
え
ば
梅
枝
の
巻
は
、
末
尾
本

7 

文
が
丁
の
表
に
あ
り
、
そ
の
裏
に
「
奥
入
L

が
あ
る
た
め
末
尾
本
文
ま
で
切
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
注
釈
は
前
田
家
本
「
源
氏
釈
」
と
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同
じ
で
あ
る
。
ま
た
椎
本
の
巻
は
、
前
田
家
本
「
源
氏
釈
」
（
全
十
二
項
）
の
一
部
（
四
項
め
以
下
）
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
源

氏
釈
」
の
孫
引
き
に
す
ぎ
な
い
巻
ま
で
切
り
取
っ
た
理
由
は
、
「
僻
案
」
を
切
り
出
し
た
と
い
う
奥
書
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

（
幻
）

ま
た
薄
雲
の
巻
も
前
田
家
本
「
源
氏
釈
L

の
一
部
で
あ
る
が
、
「
此
事
／
不
叶
／
可
勘
」
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
奥
書
の
「
勘
加
事
」

に
相
当
す
る
の
は
こ
れ
し
か
な
い
。
奥
書
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
た
め
に
全
勘
物
を
切
り
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
批
評

の
注
記
が
な
い
「
源
氏
釈
」
や
末
尾
本
文
に
は
触
れ
ず
、
追
加
項
目
の
み
切
り
取
れ
る
巻
も
あ
る
。
例
え
ば
巻
末
を
一
丁
（
紅
梅
）
か

二
丁
（
松
風
）
、
或
い
は
数
行
（
御
法
・
浮
舟
・
晴
蛤
・
手
習
V
1

ま
た
は
巻
頭
を
一
行
（
蓬
生
）
切
り
取
る
だ
け
で
「
僻
案
」
が
切
り
出

せ
る
。こ

の
よ
う
に
奥
書
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
巻
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
ま
で
切
り
取
っ
た
理
由
｜
奥
書
に
書
か
れ
て
い
な
い
事
情

ー
を
追
究
す
れ
ば
、
自
筆
本
「
奥
入
」
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
成
立
事
情
や
そ
の
意
図
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
そ
の
理

由
を
考
え
る
。

絵
合
の
巻
に
は
勘
物
が
な
く
、
次
の
松
風
の
巻
の
末
尾
本
文
と
「
松
風
」
（
巻
名
）
と
の
聞
に
次
の
一
行
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

繕
合

指
本
文
不
見
敬

こ
の
一
行
は
、
絵
合
の
巻
に
は
引
用
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
典
拠
が
な
い
よ
う
だ
、

と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
奥
書
の
説
明
通
り
人
に

見
ら
れ
な
い
た
め
に
切
り
取
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
書
く
必
要
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
同
様
の
例
が
書
陵
部
蔵
略
本
「
源
氏
釈
」

に
も
あ
る
。

絵
あ
は
せ

た
と
へ
事
な
し

夢
の
う
き
は
し

た
と
へ
事
な
し



し
か
し
こ
の
「
源
氏
釈
L

は
抄
出
本
で
あ
り
、

項
目
や
注
記
を
一
切
省
略
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
巻
名
も
無
視
す
る
と
い
う
態
度
で
は
な
く
、
巻
の
名
は
あ
く
ま
で
も
表
示
し
て
、

源氏物語「奥入」の性格

「
物
の
心
み
え
ず
」
「
た
と
へ
事
な
し
」
な
ど
と
、
除
い
た
こ
と
へ
の
弁
明
を
付
記
す
る
の
で
あ
る
。
（
伊
井
春
樹
氏
『
源
氏
物
語
注

釈
史
の
研
究
曜
劇
』
的
頁
）

と
い
う
性
格
は
、
自
筆
本
「
奥
入
」
に
は
な
い
。
だ
が
「
源
氏
釈
」
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
も
兼
ね
、
巻
名
は
原
典
を
最
も
圧
縮
し
た
も
の

（
忽
）

で
あ
る
（
稲
賀
敬
二
氏
）
な
ら
ば
、
こ
の
「
源
氏
釈
L

も
全
巻
の
梗
概
書
と
し
て
注
釈
の
な
い
巻
ま
で
書
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
お
）

こ
の
考
え
を
応
用
す
る
と
、
自
筆
本
「
奥
入
」
は
勘
物
の
な
い
絵
合
の
巻
も
含
め
、
全
巻
を
一
冊
に
収
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
、
つ
ま

（

M
）
 

り
形
式
・
内
容
と
も
に
全
巻
揃
っ
た
注
釈
書
を
一
冊
作
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
ば
別
の
冊
子
に
写

せ
ば
、
末
尾
本
文
や
丁
の
端
に
あ
る
勘
物
を
破
損
し
な
い
の
に
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
再
び
批
難
さ
れ
な
い
よ
う
に
切
り
取
る
必
要

も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上
よ
り
帖
末
が
切
り
出
さ
れ
ま
と
め
ら
れ
た
理
由
を
あ
げ
る
と

(1) 

自
説
が
再
び
人
目
に
触
れ
批
難
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

(2) 

全
巻
揃
っ
た
一
冊
の
「
奥
入
」
を
作
る
。

山
は
奥
書
に
あ
り
、

ωは
書
か
れ
て
い
な
い
。
山
は
家
説
を
守
り
子
孫
に
伝
え
る
た
め
、

ωは
新
し
い
「
奥
入
」
を
作
る
た
め
の
準
備

と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
新
し
い
「
奥
入
」
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
大
島
本
系
を
取
り
上
げ
、
自
筆
本
と
の
性
格
の
相
違
を
問
題
に
す

る。

9 
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四

大
島
本
系
「
奥
入
」
の
特
性

大
島
本
系
「
奥
入
」
に
は
六
印
の
除
去
記
号
は
見
ら
れ
な
い
が
、
自
筆
本
に
は
十
例
あ
る
。
そ
の
内
の
一
例
（
早
蕨
の
巻
）
は
明
融

本
・
大
島
本
に
「
奥
入
」
が
な
く
、
自
筆
本
と
比
較
で
き
な
い
の
で
除
外
す
る
。
他
の
九
例
の
う
ち
四
例
は
、

ヘ
印
付
き
の
勘
物
が
大

島
本
系
に
は
な
い
。
こ
れ
は
自
筆
本
で
不
要
と
判
断
し
た
の
で
、
大
島
本
系
で
は
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
り
の
五
例
は
先
の
四
例

と
異
な
り
、
除
去
記
号
付
き
の
勘
物
が
大
島
本
系
に
も
あ
る
。
以
下
列
挙
す
る
と
、

(1) 

帯
木
の
巻
。
「
二
道
」
に
関
し
て
前
半
（
「
源
氏
釈
」
）
と
後
半
（
追
加
）
に
一
説
ず
つ
あ
る
。
除
去
記
号
と
批
評
の
注
記
は
、
自

筆
本
の
伊
行
説
に
の
み
あ
る
。

(2) 

末
摘
花
の
巻
。
「
三
友
」
の
注
釈
が
川
と
同
じ
く
、
両
系
統
と
も
二
説
（
伊
行
説
と
定
家
説
）
、
ず
つ
あ
り
、
自
筆
本
の
伊
行
説

に
の
み
除
去
記
号
が
あ
る
。
批
評
の
注
記
は
両
系
統
と
も
な
い
。

(3) 

若
紫
の
巻
。
引
歌
一
首
。
自
筆
本
に
は
頭
に
「
上
旬
／
此
寄
／
如
何
」
と
あ
る
が
、
大
島
本
に
は
何
の
注
記
も
な
い
。

(4) 

若
紫
の
巻
。
引
歌
一
首
。
両
系
統
と
も
批
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
注
記
の
内
容
は
や
や
異
な
る
。

（お）

橋
姫
の
巻
。
引
歌
一
首
。
凶
と
同
じ
。

(5) 
こ
の
五
例
の
勘
物
は
両
系
統
と
も
同
ビ
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
自
筆
本
で
除
去
し
た
の
を
、
大
島
本
系
に
再
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
川

ωの
巻
は
両
系
統
と
も
「
源
氏
釈
L

と
追
加
の
二
部
構
成
に
す
る
た
め
、
伊
行
説
で
除
去
記
号
を
付
け
た
の
も
取
り
上
げ
た
と
説
明
で

き
る
。
大
島
本
系
に
除
去
記
号
や
批
評
の
注
記
が
な
い
の
は
、
な
く
て
も
前
半
と
後
半
を
比
較
す
れ
ば
、
前
半
の
ど
の
勘
物
が
不
適
切

で
あ
る
か
わ
か
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
聞
は
大
島
本
系
で
自
筆
本
の
批
評
を
撤
回
し
許
容
し
た
の
で
、
再
び
取
り
入
れ
た
の
か
も
し
れ
な



p 
0 

一
方
凶
と
伺
は
批
評
の
注
記
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
再
批
評
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
再
び
否
定
し
た
の
に
な
ぜ
載
せ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
大
島
本
系
の
勘
物
を
引
歌
（
叩
）
と
そ
れ
以
外
（
圃
）
に
分
け
、
各
々
両
系
統
を
比
較
し
て
そ
の
理
由
を
考
え
る
。

〔I〕

和
歌
の
部

両
系
統
を
比
べ
る
と
、
注
釈
の
量
は
ど
の
巻
も
大
島
本
系
の
方
が
少
な
い
。
特
に
和
歌
は
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
大
島
本
系
で
は

和
歌
の
類
は
小
さ
な
紙
片
に
書
か
れ
、
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
貼
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
一
部
の
和
歌
だ
け
帖

末
の
「
奥
人
」
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

源氏物語「奥入」の性格

大
島
本
系
「
奥
入
L

の
和
歌
の
う
ち
、
桐
壷
・
帯
木
の
巻
の
前
半
に
あ
る
引
歌
は
除
く
。
理
由
は
例
川
聞
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
の
巻

の
「
源
氏
釈
」
は
除
去
記
号
を
付
け
た
の
も
省
略
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
十
八
首
残
る
。
そ
の
う
ち
長
い
詞
書
の
付
い
て
い
る

一
首
（
総
角
）
と
経
典
に
付
属
し
て
い
る
二
首
（
御
法
・
浮
舟
）
は
、
小
さ
な
貼
紙
に
書
き
き
れ
な
い
の
で
帖
末
に
因
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
除
外
す
る
。
残
り
の
十
五
首
を
整
理
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
〔
「
×
」
印
は
批
評
の
注
記
あ
り
。
「

O
」
印
は
注
記
な
し
。

「
／
」
印
は
勘
物
も
な
し
。
〕

表
〔I〕

首

大本系島

白

筆

数 本

2 。／ A 
1 × ／ B 

1 × 。c 
1 。× D 
5 × × E 

5 。。F 

11 

B
C
D
E
は
両
系
統
に
、
或
い
は
一
方
に
批
評
の
注
記
が
付
く
。



①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

④
と
⑤
が
大
島
本
系
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
他
は
大
島
本
系
に
新
出
（
A
・
B
）
、
評
価
の
変
化
（
C
・
D
）
、
再

12 

A 

（
桐
壷
・
花
宴
）
と
B
（
若
菜
上
）
の
勘
物
は
、
自
筆
本
に
な
く
大
島
本
系
に
あ
る
。

－

C
（
夕
顔
）
は
古
歌
で
な
い
と
わ
か
っ
た
歌
（
注
（
お
）
参
照
）

－

D
は
例
間

－

E
は
例
凶
間
・
須
磨
・
朝
顔
・
王
室
で
、
批
評
の
注
記
が
両
系
統
と
も
同
じ
の
も
あ
れ
ば
異
な
る
の
も
あ
る
。

そ
の
他
が
F
で
あ
る
。
列
挙
す
る
と
、

「
源
氏
釈
」
に
対
す
る
定
家
説
（
桐
壷
）

本
文
の
異
同
に
よ
り
引
歌
が
異
な
る
例
（
若
紫
）

一
つ
の
上
の
句
に
下
の
句
が
二
種
類
あ
る
、
即
ち
二
説
あ
る
例
（
賢
木
）

「
伊
勢
」
と
作
者
表
記
の
あ
る
歌
（
宿
木
）

「
源
氏
釈
」
の
引
用
（
若
紫
）

批
評
（

E
可
自
筆
本
で
問
題
の
あ
っ
た
歌
（
F
①
②
③
）
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
自
筆
本
が
引
歌
を
す
べ
て
集
め
検
討
す
る
の
に
対
し
、
大
島
本
系
で
は
疑
問
の
な
い
の
は
本
文
中
の
貼
紙
に
回
し
、
新
た
に

見
つ
け
た
引
歌
や
問
題
の
あ
る
、
或
い
は
自
筆
本
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
「
奥
入
」
に
残
す
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
待
井
新
一
氏

は
、
大
島
本
系
が
自
筆
本
よ
り
、

（お）

量
的
に
少
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
期
に
・
お
い
て
確
信
を
持
ち
得
る
勘
物
に
し
ぼ
っ
た
為
か
と
思
わ
れ
る
。

と
さ
れ
た
が
、
和
歌
に
関
し
て
は
逆
で
、
確
信
を
持
ち
得
な
い
の
を
「
奥
入
」
に
残
し
課
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



一
般
に
引
歌
は
帖
末
に
あ
る
よ
り
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
あ
る
方
が
、
物
語
の
読
解
に
は
便
利
で
あ
る
の
で
、
問
題
が
な
い
の
は
鑑

賞
の
た
め
本
文
に
回
し
、
問
題
が
あ
る
の
は
再
考
に
備
え
帖
末
に
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
奥
入
」
が
付
い
て
い
た
祈
型
本
は
、
勘

物
の
該
当
本
文
に
朱
の
合
点
が
付
い
て
い
る
（
例
、
真
木
柱
の
巻
）
が
、
本
文
は
校
合
を
す
る
場
、
帖
末
の
「
奥
入
」
は
注
釈
を
検
討

す
る
場
と
分
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
島
本
系
は
い
わ
ば
本
文
に
頭
注
が
あ
り
、
帖
末
に
補
注
が
付
く
形
態
を
と
る
。

(II) 

和
歌
以
外
の
部

大
島
本
系
で
和
歌
以
外
の
勘
物
の
多
く
は
、
和
歌
の
部
と
異
な
り
、
自
筆
本
で
除
去
記
号
や
批
評
の
注
記
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ

源氏物語「奥入」の性格

の
一
因
に
は
、
長
文
の
漢
詩
文
や
催
馬
楽
な
ど
は
和
歌
と
違
っ
て
本
文
中
の
小
さ
な
貼
紙
に
書
け
な
い
こ
と
、
ま
た
年
立
や
巻
名
の
考

察
な
ど
は
本
文
中
に
注
記
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
除
去
記
号
や
批
評
の
注
記
付
き
に
限
定
し
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

但
し
桐
壷
・
帯
木
・
末
摘
花
の
巻
の
前
半
（
例
山
凶
な
ど
）
は
、
和
歌
の
部
と
同
じ
く
除
外
す
る
。
表
団
の
記
号
の
意
味
は
、
和
歌
の

表
団
と
同
じ
で
あ
る
。

表
団

項 大 自

目
系島本 筆

数 本

1 × ／ b 

1 × 。c 
2 。× d 
1 × × e 

4 ／ 。＊ g 

＊
除
去
記
号
付
き
で
あ
る
の
で
け
を
付
け
た
。

13 

除
去
記
号
と
批
評
の
注
記
付
き
に
限
定
し
た
の
で
、

a
・
f
（
表
団
の

A
・
F
と
同
じ
意
味
）
は
省
略
し
た
。
量
の
上
で
は
f
が
最
も
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多
い
。

a
は
追
加
（
御
法
）
と
補
足
（
松
風
・
紅
梅
）
の
一
二
例
？
あ
る
。

（
幻
）

C

（匂宮）、

d
（
末
摘
花
・
薄
雲
）
は
各
々
、
表
∞
の

B
・
C
－

D
に
対
応
し
同
じ
意
味
で
あ
る
の
で
、
説
明
は
省
略
す

b
（葵）、

ヲ
令
。

e
（
橋
姫
）
は
両
系
統
と
も
二
説
（
ど
ち
ら
も
伊
行
説
）
ず
つ
あ
り
、
勘
物
も
注
記
も
変
わ
ら
な
い
。
両
説
の
間
に
「
此
等
事
可
否
難

弁
」
と
あ
る
の
で
、
両
説
と
も
批
評
す
る
が
除
去
記
号
は
な
い
。

e
に
は
批
評
し
た
説
し
か
な
い
が
、

g
は
除
去
記
号
付
き
の
説
以
外

に
他
説
が
あ
る
。
従
っ
て

g
は
他
に
良
い
説
が
あ
る
の
で
不
適
切
な
方
に
除
去
記
号
を
付
け
た
が
、

e
は
他
に
説
が
な
い
の
で
、
い
わ

ば
引
用
本
文
の
代
わ
り
に
注
記
付
き
の
勘
物
を
再
び
載
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
印
・
圃
を
ま
と
め
る
と
、
本
節
の
最
初
に
取
り
上
げ
た
自
筆
本
の
十
例
（
除
去
記
号
付
き
）
か
ら
、
早
蕨
・
帯
木
（
例
山
）
・

末
摘
花
（
例
倒
）
を
除
い
た
七
例
の
う
ち
、
大
島
本
系
に
な
い
四
例
は
漢
詩
文
、
大
島
本
系
に
も
あ
る
つ
一
例
は
和
歌
と
分
か
れ
た
。
し

か
し
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
方
針
が
異
な
る
の
で
は
な
い
。
自
筆
本
で
除
去
記
号
を
付
け
大
島
本
系
に
載
せ
な
い

（
表
の

g
）
の
は
、
他
に

良
い
説
が
あ
る
か
ら
で
、
他
説
が
な
け
れ
ば
除
去
記
号
を
付
け
た
の
も
再
批
評
し
て
載
せ
る
の
で
あ
る
（
表
の

E
e
）
。
自
筆
本
は
そ
の

時
点
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
全
部
載
せ
る
の
に
対
し
、
大
島
本
系
は
長
文
や
新
出
の
勘
物
の
他
、
評
価
の
変
化
な
ど
問
題
の
あ
る
の
を
載

せ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。五

宇
4
F

と

め

一
、
自
筆
本
「
奥
入
」
の
奥
書
の
冒
頭
「
此
愚
本
」
は
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
奥
入
」
を
指
し
、
奥
書
の
後
半
は
そ
の
成
立
事
情
、



ら
れ
る
。

前
半
は
本
文
校
訂
の
説
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
が
一
緒
に
記
さ
れ
た
の
は
、
両
者
が
並
行
し
て
な
さ
れ
て
い
た
た
め
と
考
え

二
、
各
帖
末
を
切
り
出
し
ま
と
め
た
の
は
、
再
び
人
目
に
触
れ
批
難
さ
れ
な
い
た
め
（
奥
書
の
後
半
）
、
及
び
全
巻
揃
っ
た
「
奥
入
」
を

め
で
あ
ろ
う
。

作
る
た
め
（
奥
書
に
説
明
な
し
）

で
あ
る
。
前
者
は
家
の
秘
説
と
し
て
子
孫
に
伝
え
る
た
め
、
後
者
は
新
し
い
「
奥
入
」
を
作
る
た

三
、
大
島
本
系
は
自
筆
本
よ
り
勘
物
（
特
に
和
歌
）
が
少
な
い
。
こ
れ
は
自
筆
本
が
新
し
い
「
奥
入
」
に
備
え
、
注
釈
を
一
応
全
部
載

せ
る
の
に
対
し
、
大
島
本
系
は
、
新
し
い
勘
物
や
未
勘
の
も
の
、
評
価
の
変
化
な
ど
問
題
の
あ
る
の
に
限
定
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
と

源氏物語「奥入」の性格

思
わ
れ
る
。

15 

注（

1
 

山
脇
毅
氏
「
『
源
氏
物
語
大
成
』
書
評
し
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
ロ
・

7
）
、
待
井
新
一
氏
「
源
氏
物
語
『
奥
入
』
成
立
考
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭

お・

2
）
、
今
井
源
衛
氏
「
源
氏
物
語
奥
入
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
語
文
研
究
」
第
十
一
号
、
昭
お
・

9
、
ブ
源
氏
物
語
の
研
究
』
所
収
）
、
待
井
新

一
氏
「
『
源
氏
物
諮
』
と
『
奥
入
』
｜
二
つ
の
提
案
を
め
ぐ
っ
て

l
」
（
森
本
元
子
氏
編
『
和
歌
文
学
新
論
』
所
収
、
昭
貯
・

5
）

以
下
用
い
る
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
。
前
田
家
本
「
源
氏
釈
」
と
明
融
本
・
大
島
本
・
自
筆
本
「
奥
入
」
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
巻
七
、
書
陵
部
蔵

略
本
「
、
源
氏
釈
」
は
紫
式
部
学
会
編
『
古
代
文
学
論
叢
』
第
四
輯
、
同
蔵
残
欠
本
は
紙
焼
き
に
拠
る
。

注
（
1
）
の
待
井
新
一
氏
「
源
氏
物
語
『
奥
入
』
成
立
考

L
m頁

『
源
氏
物
語
の
研
究
』
昭

m
m頁

注
（
3
）
に
同
じ

注
（
1
）
参
照
。
私
も
こ
の
説
の
方
が
優
勢
で
あ
る
と
考
え
る
〔
拙
稿
「
『
奥
入
』
成
立
の
諸
問
題
」
（
『
源
氏
物
語
の
探
究
第
十
輯
』
所
収
昭
的
）
〕
。

注
（
お
）
参
照

「
定
家
は
『
源
氏
物
語
』
の
旧
注
を
尋
ね
求
め
、
そ
れ
ら
を
用
捨
し
て
（
下
略
）
」
（
大
津
有
一
氏
『
源
氏
物
語
事
典
』
下
巻
「
注
釈
書
解
題
」
お
頁
）

2 
（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
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（

9
）
 

（日）
（日）

注
（
4
）
に
同
じ

『
新
孜
源
氏
物
語
研
究
史
』
昭
お
必
頁

批
評
の
注
記
を
あ
と
か
ら
追
記
し
た
例
と
紛
ら
わ
し
い
が
、
最
初
か
ら
注
記
が
付
い
て
い
た
例
を
あ
げ
る
と
、
匂
宮
（
注
（
幻
）
参
照
）
・
関
屋
・
藤

裏
葉
の
巻
に
あ
る
。

例
え
ば
薄
雲
（
後
述
の
表
の
d
）
・
橋
姫
（
表
の

e
）
の
巻
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
大
成
』
巻
七
第
一
章
第
三
節

こ
れ
ら
は
み
な
隣
の
項
目
と
置
き
換
え
る
と
、
本
文
順
に
な
る
。

こ
の
考
え
は
既
に
、
山
脇
毅
氏
が
次
の
よ
う
に
指
摘
な
さ
れ
た
。
「
奥
書
に
あ
る
や
う
に
、
定
家
が
毎
巻
の
奥
に
註
し
つ
け
た
の
も
、
諸
本
を
借

り
集
め
て
こ
の
物
語
を
書
鷹
せ
し
め
た
時
に
始
め
た
こ
と
で
は
な
か
ら
う
か
。
」
（
『
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
』
昭
印
部
頁
）

本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
注
釈
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
全
く
関
係
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
（
倒
、
注
（
幻
）
参
照
）

注
（
1
）
の
「
『
源
氏
物
語
』
と
『
奥
入
』
」
瑚
頁

「
き
」
（
字
母
「
支
」
）
は
「
に
」
（
字
母
「
伝
」
）
に
読
み
誤
ら
れ
る
の
で
、
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
源
氏
物
語
大
成
」
で
は
A
・
B
－

C
を
す
べ
て
「
補
正
」
と
説
明
さ
れ
た
が
、
区
別
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
ま
た
太
字
は
す
べ
て
定
家
の
加
筆
と

（
あ
ま
り
）

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
例
え
ば
夕
顔
の
巻
の
「
な
む
あ
ま
り
」
の
「
な
む
」
は
太
字
で
は
あ
る
が
、
書
写
し
た
人
が
「
な
む
」
を
書
き
落
と
し
た

こ
と
に
す
ぐ
気
づ
き
、
「
あ
ま
り
」
を
削
り
そ
の
上
か
ら
「
な
む
あ
ま
り
」
と
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
狭
義
の
本
文
校
訂
（
C
）
は
、

従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
少
な
く
な
る
。

定
家
仮
名
遣
は
、
定
家
が
人
に
書
写
さ
せ
た
写
本
に
さ
え
守
ら
れ
て
い
な
い
。
（
大
野
普
氏
「
仮
名
遣
の
起
源
に
つ
い
て
」
国
語
と
国
文
学
昭

お
・
ロ
）

「
奥
入
」
は
一
項
目
（
引
歌
一
首
）
少
な
い
だ
け
で
あ
る
。
但
し
「
源
氏
釈
」
で
「
又
文
集
草
堂
記
」
だ
け
の
箇
所
が
、
「
奥
入
」
で
は
そ
の
漢
文

込町工のマ令。

『
源
氏
物
語
と
研
究
同
立
恥
』
第
一
章
第
一
節

蛍
・
簿
火
の
巻
の
「
奥
入
」
が
自
筆
本
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

夢
浮
橋
の
巻
は
、
奥
書
が
手
習
の
巻
に
童
日
か
れ
て
い
る
の
で
、
奥
書
を
記
し
た
時
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
自
筆
本
を
臨
模
し
た
高
野

本
・
東
山
甲
本
は
、
裏
表
紙
の
見
返
し
に
夢
浮
橋
の
巻
の
引
歌
が
一
首
（
前
田
家
本
「
源
氏
釈
」
と
大
同
）
あ
り
、
高
野
本
は
「
此
表
紙
一
一
ア
リ
」

（ロ）
（日）

（

U
）
 

（日）
（日）
（口）
（凶）
（日）20 21 （勾）

（お）
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24 

と
注
す
が
「
非
自
筆
」
と
い
う
注
記
は
な
い
。
こ
の
一
首
は
定
家
が
、
巻
末
は
奥
書
を
記
し
て
余
白
が
な
い
た
め
、
裏
見
返
し
に
追
加
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

こ
の
考
え
は
既
に
太
田
品
二
郎
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
が
、
論
証
は
さ
れ
て
い
な
い
。
「
之
を
集
録
し
て
別
行
の
一
部
の
著
作
と
し
よ
う

と
い
ふ
意
を
定
家
自
身
が
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
ふ
。
」
（
鞘
町
鵬
措
酷
源
氏
物
語
（
青
表
紙
本
）
解
題
注
二
九
）

批
評
の
注
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ー…九
4
／
不
可
然
」
（
自
筆
本
）

「
同
時
寄
欺
不
可
局
讃
寄
敬
」
（
明
融
本
・
大
島
本
）

自
筆
本
の
一
行
め
は
「
剣
讃
不
能
L

（
抑
揚
時
一
日
）
で
あ
る
が
、
久
保
田
淳
氏
は
起
訴
と
翻
刻
さ
れ
た
。
（
『
複
刻
日
本
古
典
文
章
開
』
釈
文
）

（寄カ）

し
か
し
そ
れ
で
は
意
味
が
通
ビ
な
い
。
私
は
「
近
代
O
敬
」
で
は
な
い
か
と
思
う
。
大
島
本
・
夕
顔
の
巻
に

「
此
寄
近
代
寄
駄
／
不
立
此
讃
寄
」

と
類
例
が
あ
る
。
こ
の
橋
姫
の
巻
の
引
歌
は
実
方
集
（
桂
宮
本
二
本
・
群
書
類
従
本
）
に
あ
る
短
連
歌
で
あ
る
。
実
方
は
紫
式
部
と
同
時
代
の
人

で
あ
る
の
で
、
注
記
を
「
近
代
」
か
ら
「
同
時
」
に
改
訂
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注
（
3
）
の
論
文
お
頁

C

の
例
は
寺
本
直
彦
氏
と
見
解
を
異
に
す
る
の
で
、
以
下
説
明
す
る
。

自
筆
本
は
「
源
氏
釈
」
か
ら
二
説
引
く
が
、
前
者
は
青
表
紙
本
系
の
本
文
に
、
後
者
は
河
内
本
系
の
本
文
に
該
当
す
る
、
と
高
木
宗
監
氏
は
考

（

お

）

（

鈎

）

証
さ
れ
た
。
寺
本
直
彦
氏
は
前
者
（
一
行
）
が
後
者
（
三
行
）
よ
り
「
一
－
字
下
げ
て
や
や
小
さ
く
書
か
れ
」
批
評
の
注
記
「
此
文
心
／
不
審
可
叶

（

mm）
 

敬
／
可
尋
」
が
後
者
の
「
行
の
上
あ
た
り
」
に
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
こ
の
注
記
は
後
者
に
の
み
加
え
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
た
。

（文カ）

大
島
本
は
自
筆
本
の
前
者
し
か
な
く
、
そ
の
頭
に
「
此
文
之
心
／
更
不
叶
」
、
左
横
に
「
此
本
又
未
勘
得
」
と
注
記
が
あ
る
。
頭
注
に
対
し
寺
本

氏
は
、
寸
本
来
次
に
あ
る
べ
き
羅
候
羅
説
（
引
用
者
注
・
後
者
の
説
）
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
が
ズ
レ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
推
定
さ
れ
た
。
そ

れ
は
大
島
本
と
「
ほ
ぼ
同
様
の
」
細
川
本
・
中
央
大
学
本
「
奥
入
」
で
は
こ
の
注
記
が
前
者
の
「
行
の
上
で
な
く
、
次
の
空
白
の
部
分
の
上
に
あ

る
こ
と
か
ら
も
推
考
さ
れ
よ
う
。
L

と
補
強
さ
れ
た
。
ま
た
大
島
本
の
左
注
は
引
用
本
文
に
「
対
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
た
。

寺
本
氏
説
を
ま
と
め
る
と
、
大
島
本
系
も
自
筆
本
と
同
じ
く
前
者
の
説
の
み
認
め
そ
れ
だ
け
記
し
、
頭
注
は
空
白

l
書
か
れ
て
い
な
い
後
者
の
説

25 27 26 
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ー
に
対
し
て
、
左
注
は
引
用
本
文
に
対
し
て
加
え
ら
れ
た
、
と
な
る
。

し
か
し
空
白
に
対
し
て
注
記
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
批
判
し
か
っ
空
白
を
設
け
る
例
は
、
自
筆
本
の
薄
雲
・
橋
姫
の
巻
に
も
あ

る
（
注
（
ロ
）
参
照
）
。
こ
の
二
例
も
「
源
氏
釈
」
か
ら
一
一
説
引
く
が
、
大
島
本
系
に
も
両
説
あ
る
点
は
異
な
る
。
片
方
の
説
が
大
島
本
系
に
な
い
の

は
、
表
の

g
に
似
る
。
こ
の
C
も
大
島
本
系
で
は
、
自
筆
本
で
批
評
し
た
方
（
後
者
の
説
）
は
省
略
し
、
自
筆
本
で
是
認
し
た
方
（
前
者
の
説
）

の
み
取
り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
大
島
本
で
は
、
こ
の
説
も
不
適
切
と
判
断
し
頭
注
を
記
し
、
新
説
が
追
加
で
き
る
よ
う
に
前
も
っ
て
空

白
を
設
け
て
、
お
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
よ
り
、
自
筆
本
で
は
認
め
た
勘
物
を
大
島
本
は
頭
注
で
批
評
し
、
左
注
で
こ
の
項
目
は
適
切
な
注
釈
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
一
示
す
、

と
考
え
C

の
例
と
し
た
。

『
、
源
氏
物
語
に
お
け
る
仏
教
故
事
の
研
究
』
第
二
章
第
十
三
節
第
三
昭
日

「
『
定
家
釈
』
の
成
立

L
m一
員
（
同
氏
編
『
源
氏
物
語
と
そ
の
受
容
』
所
収
昭

ω）

29 28 

以
下
の
引
用
も
同
論
文
に
よ
る
。
（
大
学
院
後
期
課
程
学
生


